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「おはなしゆりの木」は、保護者が中心となって学校ボランティアとして発足しました。 

学校、家庭、地域が協力し合い、子どもたちの読書へのサポートを行うことを目的として、

毎週金曜日の朝に、本の読み聞かせをしているサークルです。 

団体の名前の由来でもある「ゆりの木」は中津小学校の象徴・シンボルツリーです。 

楽しいお話会やその際に用いる小道具の制作なども行っていて、メンバーの中には、地

域の方も 多く「楽しく無理せずできることを」をモットーに活動しています。 

中津小学区の方、お子さんに本を読んだ経験をいかして一緒に活動してみませんか。 

児童たちも待っています。 

問合せ：あいかわ町民活動サポートセンター 電話 046-205-1323 

５月１２日（金）午前、中津小学校の多目的室で行われたサポセン登録団体「おはなしゆりの

木」の読み聞かせ会が開催されると聞いて訪問しました。 

新１年生３クラス約 100 名を対象に「入学おめでとうの会」が行われ、読み聞かせメンバ

ー７名のリードのもと、保護者の見守る中、元気な挨拶で始まり、伴奏付き読み聞かせに、   

興味深く聞きいっていました。最後に「１ねんせいになったら」を全員で歌い、明るく元気な

歌声が響きわたっていた読み聞かせ会でした。 

おはなしゆりの木の皆さんは、「どのような内容にしようかなど苦心もありますが、児童た

ちのパワーをもらえるのでとても楽しく、やりがいがある」とお話ししてくださいました。 
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スタッフ訪問記 

中津小の大きな

「ゆりの木」 

読み聞かせメンバー７名と児童たち プログラム 


